


大阪府箕面市出身４歳よりヴァイオリンを始める。 東京藝術大学音楽学部附属音楽高等学校卒業。 東京藝
術大学首席卒業、 英国王立音楽院の大学院を首席卒業。 第３６回全日本学生音楽コンクール西日本大会
中学校の部第１位。 第５８回日本音楽コンクール入選。 第１回東京現代音楽祭室内楽コンクール第１位、
併せて第１回朝日現代音楽賞を受賞。 第７回東京国際音楽コンクール室内楽部門第２位、 併せてルフト
ハンザ賞を受賞。 英国王立音楽院の大学院へ留学、 英国王立音楽院コンチェルトコンクール第１位、 ハイ
ドントリオ賞を受賞、 メンデルスゾーン協奏曲コンクール第２位、 当時の音楽院院長で世界的なチェリスト

でもあるリン・ハレル氏と数回にわたって室内楽を共演。 朝日現代音楽賞受賞記念リサイタル。 第２８回ティボール・ヴァルガ国
際ヴァイオリンコンクール第４位、 ジュネーブにて受賞者コンサートに出演。 ロンドン・セント・ジェイムズチャーチにてリサイタル。
京都アマティホール、 四日市四郷地区文化センター等にてリサイタル、 NHK-FM リサイタル、 竹ノ塚レクチャーコンサート出演。
東京文化会館小ホールにて東京でのデビューリサイタル。ヴェルディ文化振興財団より年間最優秀演奏者賞 「マイスター」 を受賞。
日本演奏連盟　山田康子奨励・助成を得てカザルスホールにてリサイタル。 ２００１年仙台フィルハーモニー管弦楽団入団。 セ
レーノ弦楽四重奏団で原村音楽セミナー 「緑の風音楽賞」 受賞。 　緑の風音楽賞受賞記念リサイタル。 ２０１７年 『小川有紀
子リサイタルシリーズ』 スタート。 これまでに、ヴァイオリンを東儀幸、 矢嶋佳子、 日高毅、 澤和樹、 ジョルジュ・パウクの各氏に師事、
室内楽の指導を岡山潔氏に受ける。 筑波大学附属盲学校高等部特別非常勤講師を１９９９年～２００３年まで、 オホーツク紋
別音楽セミナー講師を２０１６年まで務めた。 また、 ２００８年～２０１６年まで東京藝術大学非常勤講師を務めた。 現在、
仙台フィルハーモニー管弦楽団第２ヴァイオリン副首席奏者。 紀尾井ホール室内管弦楽団メンバー。 ハナミズキ室内合奏団主宰。
ハナミズキ音楽アカデミー主宰。ヴァイオリン Jr. 倶楽部主宰 〈気仙沼・岩沼〉。 松田鉄雄ヴァイオリンクラブ音楽監督兼講師。

小川有紀子（おがわ・ゆきこ）／ヴァイオリン

仙台市出身。 4 歳よりヴァイオリンを始める。 京都市立堀川高校音楽科を経て桐朋学園大学演奏学科卒業。

ヴァイオリンを庄司恵子・立田あづさ・( 故 ) 久保田良作・菊池恭江の各氏に師事。 ヤマハフレッシュコンサー

トにてリサイタルを開催。 仙台フィルハーモニー管弦楽山形交響楽団をはじめ首都圏のオーケストラの客演

奏者を務める。 また、 さまざまな室内楽コンサートなどにも招かれ多くの演奏家とも共演している。 東日本

大震災復興支援コンサートや学校・病院でのコンサートなど、 仙台・山形を中心に東北に根差した音楽活

動を積極的に行うほか、 後進の指導も行っている。 宮城県芸術協会会員、 同協会主催音楽コンクールヴァ

イオリン部門審査員、 アトリエミュー・ミュージックスクール講師、 ハナミズキ室内合奏団メンバー。

平松典子（ひらまつ・のりこ）／ヴァイオリン

桐朋学園大学音楽学部附属 「子供のための音楽教室」 にて 7 歳よりチェロを始める。 常盤木学園高等学

校音楽科を経て桐朋学園大学音楽学部チェロ科卒業。 第 9 回バッハホール音楽コンクール優秀賞。 第 23

回日本クラシック音楽コンクール全国大会最高位 ( 第 3 位 ) など受賞歴多数。 2018 年 プロジェクト Q 第 16

章 「若いクァルテット、 バルトークに挑戦する」 に出演。 同年 5 月に母校の仙台育英学園秀光中等教育学

校の芸術鑑賞会にて山形交響楽団とハイドンのチェロ協奏曲を共演する。 2019 年 桐朋学園大学主催 第

102 回室内楽演奏会に出演。 これまでにチェロを間瀬利雄、 高橋咲子、 岩井雅音、 毛利伯郎の各氏に師事。

室内楽を藤井一興、 徳永二男、 毛利伯郎、 山崎伸子、 エマニュエル・ジラールの各氏他、 数々の著名な演奏家から指導を受ける。

2021 年 4 月、 仙台フィルハーモニー管弦楽団にチェロ奏者として入団。

中村隆人（なかむら・りゅうと）／チェロ

東京都立芸術高校、 愛知県立芸術大学卒業。 在学中 日本室内楽アカデミー若手芸術家の為のオーディショ

ンにてカルテットで奨励賞受賞。 名古屋二期会オペラにてアカデミー管弦楽団コンサートミストレスを務める。

草津国際アカデミーに室内楽奨学金を受け度々参加。ヴァイオリンを瀬戸瑤子、 沢和樹、 霜佐紀子、 山田

圭子、 長谷川孝一ほか各氏に、ヴィオラをミロスラフ・セフノウトカに師事。 日本女子大学附属高校講師、

都立芸術高校講師 （2002 ～ 2017 年） を経て現在フリー奏者としてソロ、 室内楽、 オーケストラ等で演奏活

動を行うほか、 アレクサンダーテクニーク教師としても各地で教えている。

村井薫（むらい・かおる）／ヴィオラ

1945 年 5 月 1日、秋田県大館市（旧・田代町）に生まれる。 大館鳳鳴高校を卒業後、
東京都内の工房でギター製作に従事。 その後、 楽器製作の本場であるイタリア （クレ
モナ） に渡り、 弦楽器製作を学んだ。 1982 年ストラディヴァリ国際ヴァイオリン製作コ
ンクールに入賞。 以降受賞歴多数。 2015 年には自らが楽器製作を学んだ地、 クレモ
ナで開催される 3 年に一度のコンクール 「トリエンナーレ」 で審査員を務め、 国内外で

の評価を確固たるものにした。 2017 年には、 楽器製作を通じて日米の相互理解に貢献したとして外務大臣
表彰が贈られた。 晩年は故郷 ・大館への思いが強く、 自ら製作されたヴァイオリン 2 台、ヴィオラ 1 台、 チェ
ロ１台、 合計 4 台の楽器を大館市へ寄贈し、 弦楽器文化の普及振興に貢献されていた。 2022 年 10 月、
病気のため死去。 享年 77 歳。

松田鉄雄（まつだ・てつお）／ヴァイオリン製作家

プロフィール
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